
養老町
令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project

実績報告について



令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

①養老町地域消費活性デジタル化事業 概要

② 令和6年度の取組について

③ 指標に基づく調査結果報告書

④ 「Smart Town YORO Project」ＫＰＩ

⑤ 養老Pay利用状況

⑥今後の取組

目次

P3～8

P9～２１

P２２～３２

P３３

P3４～４３

P４４

2



3

2021年10月 養老Payアプリ導入

2022年2月 見守り機能追加

地域ポイント運用開始 2023年3月

オンデマンドバス連携 2023年4月

2023年3月 養老Payカード運用開始

・ＱＲコード決済（養老町内取扱店）
・店舗情報や観光情報発信
・養老町プレミアム商品券（電子版）3,000万円を発売

・高齢者等安否確認（利用者同士のつながりによる見守り機能追加）

2021年12月 「Back to the YORO」キャンペーン事業実施

2022年12月 「Back to the YORO」キャンペーン事業、養老Payクーポン祭り
事業、大学生等支援事業、消費活性化マイナンバー普及支援事
業、エネルギー価格高騰対策生活者支援事業実施

2022年9月 「Back to the YORO」養老町プレミアム商品券（電子版）7,500万円販売

2023年8月 養老町プレミアム商品券（電子版）1億5,000万円販売

養老Payの歩み

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

健康アプリ「YORO健康通帳」運用開始 2024年3月

Smart Town YORO Project 2023年4月

養老Payサンクスキャンペーン開始 2024年7月



4

養老Payの始まり

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

出典:RESAS

地域課題

少子高齢化・人口減少※1
人口減少の多い町村1位

※1．住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（令和5年1月1日現在）：総務省発表
市区町村別の人口：〈市町村別：【日本人住民】人口減少〉

商店街・地域産業の衰退
地域経済循環率 72.3％

地域活性化への取組

地域の稼ぐ力の向上
地域内産業の活性化

関係人口拡大
観光消費額拡大
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新型コロナウイルス感染症の拡大による「新しい生活様式」の実践

「新しい生活様式」の実践例

⑴一人ひとりの基本的感染対策
・感染防止の3つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い
・移動に関する感染対策

⑵日常生活を営む上での基本的生活様式
・「3密」の回避（密集、密接、密閉）

⑶ 日常生活の各場面の生活様式
・買い物
通販の利用、電子決済の利用、レジに並ぶときは前後にスペース、etc..

・公共交通機関の利用
会話は控えめ、混んでいる時間帯は避けて、徒歩や自転車利用の併用、etc..

・娯楽、スポーツ等
ジョギングは少人数で、歌や応援は、十分な距離かオンライン、etc..

・食事
持ち帰りや出前、デリバリーも、対面ではなく横並びで座ろう、etc..

・イベント等への参加
接触確認アプリの活用、発熱や風の症状がある場合は参加しない

⑷働き方の新しいスタイル
・テレワークやローテーション勤務、会議はオンライン、etc..

養老Payの始まり

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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養老Pay導入メリット事業者向け支援（事業継続）

・プレミアム付商品券事業

新型コロナウイルス対策

現行：紙での発行

対策：デジタル化での発行

養老Payの導入

「新しい生活様式」を踏まえた施策・事業の展開

各種支援金等の支給

・商品券事業の効率化,DX

・住民サービスの利便性向上

・観光振興や関係人口拡大 観光消費への還元事業

・デジタルマーケティング 決済データを活用し、
施策への反映

人件費削減

運営スキーム

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

人口減少に起因する各種課題

少子高齢化、地域産業の衰退、人口流出..etc

新型コロナウイルス感染症の拡大による社会環境の変
化、商工業、観光への打撃

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
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Smart Town YORO Project

データ連携基盤サービス間連携促進

分析ダッシュボードデータ利活用

本人確認済み 統合デジタルID（養老ID）公的認証活用

鉄道・オンデマンドバス連携MaaS連携

★本事業により利便性と利得性を向上させることで、マイナンバーカードの全町民への普及を強力に促進していきます。

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

デジタル田園都市国家構想の実現に向けた養老Pay機能拡充

養老町が重点事業として取り組み、町民のデジタルインフラとして整備を進めている「養老Pay」と町内の移動手段で
ある養老鉄道・オンデマンドバスとの連携を実施。連携にあたり公的認証による利用者本人確認済みの統合デジタル
ID（養老ID）を活用することで、住民・観光客のそれぞれのニーズにもとづき最適なクーポンや商品券を発行。
MaaS導入と関連する施策を実施することで行動変容を促し、住民のウェルビーイングを向上するとともに、関係人口
の最大化を図ります。

※デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ TYPE2）
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

キャッシュレス

ヘルスケア

観光・交流人口最大化

モビリティ

物流

御用聞き

データ連携基盤

子育て

Smart Town 
YORO Project

データ連携基盤

Smart Town YORO Project
✓ 町民のデジタルインフラ「養老

Pay」と町内の移動手段である
養老鉄道・ オンデマンドバスと
の連携

✓ 連携時には、公的認証による利
用者本人確認済みの統合デジ
タルID（養老ID）を活用

✓ 住民・観光客のそれぞれのニー
ズにもとづき最適なクーポンや
商品券を発行

✓ 行動変容を促し、住民のウェル
ビーイングを向上するとともに、
関係人口の最大化

地域消費活性デジタル化事業
✓ 「養老Ｐａｙ」の地域通貨機能の
構築を進め、付加価値として
「見守り機能」実装

✓ 養老Ｐａｙをプラットフォームとし
た商工事業者のDX、関係人口
の創出

Smart Town YORO Project 【概要】
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老Payの普及に向けた取組

養老Payサンクスキャンペーン第１弾 実施期間：202４年7月20日～8月31日まで
養老ID登録推進キャンペーン
銀行口座チャージ及び養老IDの登録推進による養老ID保有者の増加を目的としたキャンペーン
参加者実績：117件
養老Pay観光スタンプラリー
養老町内の観光スポットを巡る周遊イベントを開催することで、知名度向上、滞在時間の延伸、観光消費の増加を目指すことを
目的としたキャンペーン
参加者実績：99件

養老Payサンクスキャンペーン第２弾 実施期間：202４年１０月１９日～１２月２７日まで
養老ID登録推進キャンペーン
銀行口座チャージ及び養老IDの登録推進による養老ID保有者の増加を目的としたキャンペーン
参加者実績：1４５件

養老Payサンクスキャンペーン第３弾～子育て応援～ 実施期間：202５年１月１０日～２月２４日まで
養老Pay観光スタンプラリー
養老町内の子育て施設を巡る周遊イベントを開催することで、子育て世代への知名度向上を目指すことを目的としたキャンペーン
参加者実績：258件
養老ＩＤ登録者のうち養老町民に対して子育てアンケートを配信。回答いただいた方に養老Ｐａｙプレゼント。
実績：６８件

養老Payサンクスキャンペーン第４弾～養老町オンデマンドバス推進～ 実施期間：202５年2月22日、3月8日
2024年11月よりオンデマンドバス予約新システムに移行し、オンデマンドバスの利用およびオンライン予約の促進を目的としたキャ
ンペーン
参加者実績：60件
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老町制施行70周年記念 電車でおでかけ養老公園往復きっぷ 開催期間：20２４年７月２０日～8月３１日
養老鉄道にて、養老Ｐａｙ３００円のチャージ券がついた「養老町制施行70周年記念 電車でおでかけ養老公園往復きっぷ」を発売
実績：５９件

養老フェスタ２０２４連携イベント 実施期間：202４年１０月１９日～２０日
「YORO健康通帳」推進キャンペーン～歩いて養老フェスタに行こう～
養老フェスタ２０２４と連動し、「YORO健康通帳」の普及・推進を目的としたキャンペーン
実績：１７６件

養老Payスタンプラリー
養老フェスタ２０２４会場内を周遊するスタンプラリーを開催
実績：２４２件

養老鉄道企画きっぷ
養老鉄道にて養老Pay５００円のチャージ券がついた企画きっぷを発売
実績：14件

養老町プレミアム商品券（電子版）販売。 実施期間：２０２４年８月
販売額 8,400万円 ※プレミアム率２０％

養老Payの普及に向けた取組

養老町×居酒屋養老乃瀧 コラボ企画 大養老展開催 開催期間：20２４年１２月1４日～1５日
居酒屋養老乃瀧との初コラボ企画。池袋（東京都）にて、大養老店開催。
養老町へのふるさと納税や養老町特産ブランド認証品等が購入できる「大養老展」を開催。養老Pay新規登録者及び養老Pay
チャージ対象者に対して地域ポイントを付与。
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老郡医師会（船戸クリニック）、養老町保健センターに協力をいただき、アプリを活用した健康増進事業を実施

養老町民を対象とし、ウェアラブル端末（Fitbit）を貸与し、各種取り組みを実施
（事業参加者：86人）

・養老町保健センターと連携し、ウェアラブル端末（Fitbit）を貸与し健康増進活動開始
・船戸クリニックと連携し、ウェアラブル端末（Fitbit）を貸与し健康増進活動開始
・健康講座・中間測定会（令和6年9月29日）
・YORO健康通帳ウォーキングイベント（令和6年11月16日）
・YORO健康通帳最終測定・ポイント交換会（令和7年2月1日～）

YORO健康通帳の普及に向けた取組



養老ID登録推進キャンペーン

項目 内容

実施時期 2024年7月20日～8月31日

実施目的 銀行口座チャージ及び養老ID登録促進

結果 【結果】117件

費用
【結果】
1人1,000円×117件=117,000円

即時付与（１）ー１概要

●目的
銀行口座チャージ及び養老IDの登録推進による養老ID保有者の
増加

●ターゲット
町民、西濃エリア・東海圏在住者(関係人口)

●キャンペーン内容
・期間中養老Pay銀行口座チャージにて地域商品券電子版を
チャージすると、1,000円分の地域商品券電子版をプレゼント

●キャンペーン結果

出し分け

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老Payサンクスキャンペーン第1弾
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養老Pay観光スタンプラリー スタンプラリー

（１）ー２概要
●目的
町内の観光スポットを巡る周遊イベントを開催することで、知名度
向上、滞在時間の延伸、観光消費の増加を目指す

●スタンプラリー実施内容
スタンプラリー達成者に500円分の地域ポイントを即時付与

●スタンプ設置場所
デジタルマップに表示
【養老の滝・こどもの国・養老天命反転地・ふるさと会館・養老駅観光
インフォメーション】

●PR手法
＜チラシ＞広報誌町内全戸配布＋西濃折込21,250部
＜パブリ＞取材依頼（新聞各社）
＜SNS＞観光協会インスタ(広告出稿)、インフルエンサー
＜WEB＞PR TIMES ＜その他＞チラシ配布、ポスター掲示

●キャンペーン結果

項目 内容

実施時期 2024年7月20日～8月31日

実施目的 滞在時間の延伸、観光消費の増加

結果 【結果】99件

費用
【結果】1人500ポイント×99件＝49,500ポイント
（1ポイント１円、49,500円）

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老Payサンクスキャンペーン第1弾
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項目 内容

実施時期 2024年10月19日～12月27日

実施目的 銀行口座チャージ及び養老ID登録促進

結果 【結果】127件

費用
【結果】
1人1,000円×127件=127,000円

養老ID普及利用促進キャンペーン

（１）概要
●目的
養老IDの登録推進による養老ID保有者の増加

●ターゲット
町民、西濃エリア・東海圏在住者(関係人口)

●PR手法（詳細別紙）
①10/12～ポスター掲示 ②10/19養老フェスタ時PR
③10/19新聞折込 ④11/1広報折込 ⑤観光協会インスタグラム
⑥インフルエンサーPR

●キャンペーン内容
1,000円分の地域商品券電子版をプレゼント
（プレゼントは、期間終了後に全対象者に実施）

●キャンペーン結果

即時付与

出し分け

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老Payサンクスキャンペーン第2弾
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（１）概要
●目的
「養老Pay」および「YORO健康通帳」のPR

●ターゲット
町民、東海エリア在住者

●PR手法
町HP、アプリのイベント欄掲載のみ（画像データを作成）

●キャンペーン内容
会場(体育館)および美濃高田駅前にブースを設置
YORO健康通帳ダウンロード＆3,000歩達成(画面提示)
で地域ポイント1,000円を即時付与
※ブースではYORO健康通帳のチラシをA４で印刷し配布。

●その他
養老鉄道と連携し、特典（養老Pay）を付けた、企画切符の
販売を実施。

「YORO健康通帳」推進キャンペーン

・町内外から多くの人（関係人口・予備軍）が来訪する「養老フェスタ」の開催時に、「Smart Town Yoro Project」の認知度
向上、両アプリの利用促進を目的としたキャンペーンを実施。

項目 内容

実施時期 10月19日、20日

実施目的 関係人口増加

結果
【結果】 176件
（内訳）10/19 93件、10/20  83件

関連事業の結果
【スタンプラリー】 242件
【企画切符】 14件

即時付与 ヘルスケア

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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「YORO健康通帳」推進キャンペーン



子育て応援キャンペーン

（１）概要
●目的
子育て応援・町内子育て施設の認知浸透

●ターゲット
町内子育て施設の利用者（≒子育て世代）

●PR手法
広報誌、SNSを中心に実施

●キャンペーン内容
企画１ 図書館・養老こどもの国を巡り、スタンプラリー達成者に

500円分の地域ポイントを“即時”付与
企画２ 出し分け機能を使い、養老ID登録者の中から町民を抽出し、

オンラインフォームで子育て関連アンケートを配信。
回答者に500円分の地域ポイントを“後日”付与

●キャンペーン結果

スタンプラリー 出し分け

項目 内容

実施時期 2025年1月10日～2月24日

実施目的 子育て応援

結果 【結果】１:258件 2：68件

費用
【結果】
1：258人×500円＝129,000円
2：68人×500円=34,000円

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

養老Payサンクスキャンペーン第3弾
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養老Payサンクスキャンペーン第４弾

①養老町オンデマンドバス推進キャンペーン

（１）概要

●目的
オンデマンドバスの普及推進およびオンデマンドバスが養老Payアプリから
予約可能となったことの周知

●ターゲット
養老町民
（特にオンデマンドバスの潜在的ニーズの高い高齢者およびその家族）

●キャンペーン内容
・会場に説明ブース、オンデマンドバス1台を設置し、来場された方に
対して、随時オンデマンドバスの説明・利用者登録・養老Payの連携
を実施。
・説明会に参加し、養老Payとオンデマンドバス利用者証を連携された方
に養老Pay地域ポイントを1,000円分プレゼント。

●キャンペーン結果

項目 内容

実施時期 2025年2月22日・3月8日

実施目的 オンデマンドバス利用登録・養老Pay連携促進

結果
【結果】60件
※ポイント付与60件・オンデマンドバス連携34件

費用
【結果】
1人1,000円×60件＝6万円

オンデマンドバス 即時付与

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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「YORO健康通帳」事業の概要

18

Å πψ2024 3ὮϢϤʺЫϱЗрН˔ϸ˔ЖϬ Μθ῝ ᾤ Ђ˔РІρ ὀΰ
θ Ђ˔РІχ ằʺ“ Ђ˔РІχДЅЌиЄТЕϬ◗ΰΰʺζχ ԁ ρΰοʺ
ὲῴϯФзˮYOROὲῴ ˯Ϭם ΰ֫ Ϭᵫ◐ʻ
Åˮ YOROὲῴ ˯πψ ὀᴦ σϳϴϯжУи ˮFitbit˯Ϭᶨ ΰʺ ˑχὲῴ
ϬṜ ΰʺὲῴ χᾋΠϥᴟρζϦτṁξΨ ᶨ Ḉᵠ Ϭ ◙ΰοΜϥʻ
ÅϘθʺṁ Ϭ βϥάρπʺˮYOROὲῴ ˯ πЪϱрЕΥ ϘϤʺ ϘμθЪϱ
рЕψˮ Pay˯χ ӽ ὴ ◓ ρῖḊΥᴦ ʻ
Å ᾤ χД˔Ќχ︠ᾂψ ᾤ τΚϤʺẨ τṁξΜο ΰοΜϥʻ

ポイント付与項目 達成 付与ポイント

ʾᾤ ˢ1 ˣ
ʾὋ ˢ5 ˗7 ˣ

ʾ30ЪϱрЕ
ʾ120ЪϱрЕ

“Ⱳḧ
ʾᾤ ˢ1 ˣ
ʾὋ ˢ5 ˗7 ˣ

ʾ30ЪϱрЕ
ʾ120ЪϱрЕ

ІЕйІЎϴАϼ
ʾYOROὲῴ τ ˢ1 1ᵕ ˣ
ʾὋ ˢ5 ˗7 ˣ

ʾ10ЪϱрЕ
ʾ60ЪϱрЕ

βˮYOROὲῴ ˯χ10ЪϱрЕ˹ˮ Pay˯χ ӽ ὴ ◓ ד1 τῖḊᴦ
̞ЪϱрЕχῖḊψ ∕ χ Υ πβ

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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定量評価
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■定量評価：歩数データ_月平均のデータβ1

β2 ⱧỘ╥ᴥὮʿᶆⱧỘ╥ᴥּיχ ὮД˔Ќˢ 3Ὦor4Ὦʺ ᾭ6Ὦor7Ὦˣβ1 χД˔ЌΣϢόӰיּ Д˔Ќχ ẠϬם☼

事業参加月※2と1月の比較

増加した人の割合
増加した人の
平均変化量

全
体

男 44 %

(19／43人中)
2775 歩

女 54 %

(19／35人中)
2938 歩

役
場

男 43 %

(13／30人中)
3351 歩

女 44 %

(10／25人中)
3789 歩

船
戸

男 54 %

(7／13人中)
1706 歩

女 90 %

(9／10人中)
1992 歩

「事業参加月β2」と「2025年1月」の比較πψʺ Υ ᴥΰθ χ平均変化量は約 2800歩増加ΰθʻ

ϘθʺὮ ỡ χϽжТπψʺ9ὮχϱЦрЕῇτ Υ ᴥΰοΜϥάρΤϣʺ

医師や保健師の定期的な介入が事業参加者の歩数増加に重要な役割を果たしているάρΥꜘ€ήϦθʻ

τᴨṗϞ ṗπχ ᴞΥᾒ πΚϥθϛʺᴒ ϱЦрЕχם☼σςπᵒ ṐᵓϬ ϞβάρΥ ϘΰΜʻ

3,4月平均
9785歩 1月平均

8444歩

3,4月平均
9414歩

1月平均
10300歩

6,7月平均
6012歩

1月平均
5612歩

6,7月平均
6808歩

1月平均
7666歩

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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定性評価 － 養老町保健センター －

20

■事業参加者へのサービスに対するアンケート・ヒアリング

満足度 約85％が満足／やや満足と回答（満足33%／やや満足52％）

アプリの利用頻度 75̋Υ 6ᵕӟ

行動変容の実感 約81％が行動変容を実感 Ҝ ϳ϶˔ϺрϽϞỪЕйσς֫ Ḉχ ᴟϬםḇ

行動変容の理由
（トップ５）
β複数回答可

ДЅЌиДНϱІτϢϥᶨ χᾋΠϥᴟˢ35 ˣ
τϢϥ ḇˢ21ם ˣ

PayτϢϥЪϱрЕḥᾕˢ20 ˣ
ṍϱЦрЕχᵫ℗ˢ13 ˣ

ПЕτϢϥϯЖНϱІ/ ḧρχ Ặ /ДЅЌиДНϱІχ ήˢᶆ3 ˣ

改善要望
（トップ５）
β複数回答可

ϯФзχ χΰ ˢ34 ˣ
ϯФзχ►ΜϞβήχΰ ˢ29 ˣ
ЪϱрЕḥᾕ χΰ ˢ10 ˣ

Ặ ʾϯЖНϱІΥϜϣΠϥṐḩχ ᴥˢ10 ˣ
ϱЦрЕᵫ℗χ ᴥˢ8 ˣ

継続希望 約81％が継続希望

他者へのおススメ 61%Υᴪ Ϟ τΣІІЮΰθΜρᵕ

イベント希望 ὲῴ„℅Ϟ „℅ʺϳ϶˔ϺрϽϱЦрЕσςχὋ ᵫ℗χ

ʾ ₰ ʿ͎͎͌͑ ͎Ὦ͍ ˢ ˣ ʾᵕ ʿ͑͏יּ ˢ ὲЈрЌ˔πχ╥ᴥּיˣ

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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定性評価 － 船戸クリニック －

21

■事業参加者へのサービスに対するアンケート・ヒアリング

ʾ ₰ ʿ͎͎͌͑ ͎Ὦ͒ ʾ͍͏ ʾ͎͓ ˢ ˣ ʾᵕ ʿ͎͐יּ ˢ ᾭϼзИАϼπχ╥ᴥּיˣ

満足度 約66％が満足／やや満足と回答（満足29%／やや満足37％）

アプリの利用頻度 91̋Υ 6ᵕӟ

行動変容の実感 約87％が行動変容を実感 Ҝ ὖΜע ֫ Ϟϳ϶˔ϺрϽσς֫ Ḉχ ᴟϬםḇ

行動変容の理由
（トップ５）
β複数回答可

ДЅЌиДНϱІτϢϥᶨ χᾋΠϥᴟˢ18 ˣ
PayτϢϥЪϱрЕḥᾕˢ6 ˣ

τϢϥ ḇˢ5ם ˣ
ПЕτϢϥϯЖНϱІ˗ ṍϱЦрЕχᵫ℗ˢᶆ3 ˣ

改善要望
（トップ５）
β複数回答可

ϯФзχ χΰ ˢ9 ˣ
ϯФзχ►ΜϞβήχΰ ˢ8 ˣ
ϱЦрЕᵫ℗χ ᴥˢ4 ˣ

Ặ ʾϯЖНϱІΥϜϣΠϥṐḩχ ᴥ˗ ḧχЀЬвИϾ˔Єдрˢᶆ2יּ ˣ

継続希望 約81％が継続希望

他者へのおススメ 41%Υᴪ Ϟ τΣІІЮΰθΜρᵕ

イベント希望 ὲῴ„℅Ϟ „℅ʺϳ϶˔ϺрϽϱЦрЕσςχὋ ᵫ℗χ

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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委託業務内の位置付け
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1.調査概要

₈ Pay₉─ ╩ ⇔⁸ ╩ ≤⇔√ ╩
2023 ↕╣√₈ Pay₉─ ╩ ⇔⁸ ╛ ┘ᴿ ├ ─ ─√╘
⌐ ⌂ χ ʺ τיּ ΰοχ ╩ ™╕ΰθ⁹╕√⁸↓╣╕≢⌐ ⇔√ ≤ ─ Τ
ϣ ╩ΰ╕∆⁹

7 2025.1 ２ 2025.1

ה ₈ Pay₉─ ○fi♦ⱴfi♪Ᵽ☻─ 「養老Pay」─ ♃כ♦

₈ Pay₉▪ⱪꜞ⁸☻♃fiⱪꜝ

ⱦ☻⁸כ◘▪◔☻ꜟ⁸Ⱬכꜞ
╩ ⇔√ ⅛╠

─ ─☺כꜗ♅ ─

≡ ⌐⅔↑╢₈ Pay₉

─ ╩ ⇔⁸ ⁸
⌂≥─ ⌐ ה☼כ♬╢∆
╩ ∆╢⁹

₈ Pay₉─ ⁸

⅔╟┘ ⁸ⱴ▬♫fiⱣכ◌כ
♪╩ ─ⱳfiכ◒√⇔ ⇔ ↑

─ ⁸○fi♦ⱴfi♪Ᵽ
☻─ ⁸☻♃fiⱪꜝꜞכ
─ ⁸ ⌐╟╢
─ ╩ ∆╢⁹

꜡fi◓ꜝfi◐ꜗfiⱭכfi╛ ▬
ⱬfi♩≢ ≤ ⇔⁸₈
Pay₉─ ⱳfiכ◒ ⇔ ↑⁸

☻♃fiⱪꜝꜞכ ╩ ™≡
╩ ∆╢⁹

ᵑ ─ ⌐ כ♬╢∆
☼╩ ∆╢⁹
ᵒ₈ Pay₉─ ╛
╩ ™ ∆⁹

ᵓ ה ─ ⅜
⅝√⅛╩ ∆╢⁹

₈ Pay₉ ─5

╩ ⁹▪ⱪꜞ─
↑─▪fi◔כ♩ ┘ ה↑

↑⌐ ≢─▬fi♃ⱦꜙכ
╩ ∆╢⁹

pay ○fi♦ⱴfi♪Ᵽ☻ Pay

方法 ⌐╟╢ ⅝ ╡ 対面による聞き取り
データ抽出による分析、

「養老Pay」の機能を利用した
アンケート

30件 30件 養老Pay利用者の5％

Pay ︡ ṇ
ṕ8 ḭ2025.1 Ṗ

ṕ2024.9 Ṗ
ṇ
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2-1.「養老Pay」の満足度調査(KPIアンケート)の結果

₰Ỹ
2024 2024 8 2024 8Ὦ 2024 1 2024 1Ὦ

›Ὣᴮ

KPI ₈ Pay₉
▪ⱪꜞ─ 3.2 2.97

≤≡╙ 45

╛╛ 138
≥∟╠≢╙⌂™ 149

╛╛ 123

59

3.10
͍ʿροϜ 32
͎ʿϞϞ 111
͏ʿςκϣπϜσΜ 127
͐ʿϞϞ 87
͑ʿ 24

3.04

KPI ○fi♦ⱴfi♪
Ᵽ☻─ 2.5 2.82

≤≡╙ 13

╛╛ 32
≥∟╠≢╙⌂™ 408

╛╛ 27

34

2.98
͍ʿροϜ 8
͎ʿϞϞ 13
͏ʿςκϣπϜσΜ 333
͐ʿϞϞ 17
͑ʿ 10

2.90

KPI ☻♃fiⱪꜝ
כꜞ ─ 2.5 2.93

≤≡╙ 13

╛╛ 32
≥∟╠≢╙⌂™ 408

╛╛ 27

34

3.14
͍ʿροϜ 22
͎ʿϞϞ 41
͏ʿςκϣπϜσΜ 295
͐ʿϞϞ 13
͑ʿ 10

3.04

KPI Ⱬꜟ☻◔▪
─☻ⱦכ◘ 2.5 2.94

≤≡╙ 5

╛╛ 39
≥∟╠≢╙⌂™ 424

╛╛ 13

33

3.05
͍ʿροϜ 10
͎ʿϞϞ 37
͏ʿςκϣπϜσΜ 304
͐ʿϞϞ 23
͑ʿ 7

3.00

KPI ╩

⇔√ ⅛╠─
─☺כꜗ♅

2.5 2.88
≤≡╙ 9

╛╛ 32
≥∟╠≢╙⌂™ 399

╛╛ 34

40

3.02
͍ʿροϜ 10
͎ʿϞϞ 27
͏ʿςκϣπϜσΜ 315
͐ʿϞϞ 17
͑ʿ 12

2.95

調査期間：8/10～9/1、2025.1/15～2/6 回答数：832件ˢ8Ὦʿ514Ὧ 1Ὦʿ318Ὧˣ

導入・実装したオンデマンド、スタンプラリー、ヘルスケア銀行チャージ機能に対する満足度（５段階評価）
については、満足度の目標値を超えていた。一方、「養老Pay」の満足度は満足度の目標を達成することがき
ず、さらなる充実とサービスの向上が求められる。
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2-1.養老Pay（KPI❶, ❹, ❻・養老Pay決済データ）の考察

̔ ψ ᴟΰοΜσΜΥʺ利用率
は8%増加

̔ 説明が分かりにくいと回答した人は
ゼロである一方で、便利に感じない
人が増加

̔ 利用頻度ψ6%増加
̔ 不満τḇαϥ ψ減少
̔ Ỵ“ῢ℅Ўа˔Ѕ χיּ Υ

‰ϘμοΜϥʻ
̔ 40代～50代で銀行口座チャージ利用

者が少ない。

KPI④スタンプラリー
̔ 利用率・認知度ともに高まっている。
̔ ὂ Υ ΤμθΤϣ╥ᴥΰθρΜΞ Υ

ᴥΰοΜϥʻ
̔ 簡単だったという人が30%増加
̔ 満足度は約10%増加

ˢ8Ὦ ͣ=514ˣ

KPI①「養老Pay」アプリ

̔ 利用割合、総合的な満足度共に増加。
ˢKPI:2.97→3.10ˣ

̔ 店舗可能数への不満増加。利用頻度高
いほど、店舗数への不満少ない。

̔ ‰Ψʺ ⌠Ϝ ᵔΰοΜϥϕ
ςʺ ‰Μʻ

̔ 30代後半と70代前半の満足度が特に高
い。

̔ Ὓρעᾖπ ᴥΰοΜϥʻ

KPI⑥銀行口座チャージ
ᶆạ χ Υ τ ΥμοΜϥʻ

ψ Υ Ψʺῲ Ϟ Ϝ Μʻ

R6.8（N=531）

R7.1（N=381）

「養老Pay」アプリの町内居住地×認知度×利用率

R6.8（Ｎ=252）

R7.1（Ｎ=182）利用可能な店舗数の満足度ˢ1Ὦ N˹381ˣ

「養老Pay」アプリψ利用割合・満足度が向上ΰʺ τ30代後半と70代前半で評価が高いʻスタンプラリーψ利用率・認知度
が上昇し、景品や手軽さが好評ʻ銀行口座チャージψ ʾ Υ ᴥΰ ΰ Ϝʺ40～50代の利用が少ないʻ
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2-2.ヘルスケアイベントでのヒアリング調査結果

Ⱳ 2024 9Ὦ29 ( )

екТϰІ

τΣΪϥYOROὲῴ χ Ϭ ₰ΰʺ
KPI ᴣτνσΫϥ

YOROὲῴ χ ϞὋ τΣΪϥᴿ ʺὲ
ῴӪ꜡χ ᴟσςτνΜο βϥ

YOROὲῴ ὲῴ„℅ʾ ḧ ⁮ᵓϱЦрЕ╥ᴥּי

ᾤ ПϯзрϽʺⱲḧʿ3 ʺᵕ ʿ23יּ

満足度 ỡ 3.09̠ 5

アプリの利用頻度 週6回以上使用が16名、週2~5回が5名

使い勝手 ʾṞ ʾ Ⱳχ処理速度が遅い
ʾ使い方が分からない(特に60代以上）
ʾ特定の機能しか利用できていない、分からない

利用開始の動機 ʾ病院で勧められたΤϣ
ʾfitbitϬ ΰοϙθΤμθΤϣ
ʾ健康管理χθϛ
ʾポイントがもらえるから

継続理由 ʾ成果が数字で見えるΤϣ
ʾ目標達成がモチベーションτ
ʾ船戸先生からアドバイスΥϜϣΠϥΤϣ
ʾポイントが付与されるΤϣ
ʾ Τϣ定期的に情報が送られてくるΤϣ

健康意識の変化 ʾ歩く量が増えた
ʾ֫ Ϭᾋ βϢΞτσμθ
ʾ通知が歩数増加に繋がっている
ʾイベントが定期的にあることで意識づけήϦοΜϥ

機能の改善点 ʾ
ʾ目標達成時の通知
ʾ₈χṐ π
ʾデータ共有Υḛ τσϦω

考察
・YORO健康通帳の認知度は、前年に比べ約20%増加し、利用
者も約10%増加している。
・約60%の人が「週に6日以上」利用しているが、記録に手間
がかからない等の「操作のしやすさ」が利用者にとって重要
・利用している人、頻度が高い人ほど満足度が高い
・養老Payの利用率が低かった若者の認知度・満足度が増加し
ている。目標達成時のポイントバックなどが効果を発揮してお
り、ターゲットを増やして普及することが期待される。

ὲῴḚ Ϭ τ ήϦοΣϤʺ τ週6回以上使用するヘビーユーザーが多いʻ χ動機としては、病院の勧めやポイ
ント制度が影響ΰοΣϤʺὋ χ Ϝ成果の可視化やインセンティブが大きな要因ρσμοΜϥʻԁ πʺ処理速度の遅さ
や使い方の分かりにくさが課題ρΰοấΫϣϦοΣϤʺ τ‰ χ Υ ΰΜρχ ϜΚϤϘβʻ健康意識の向上には一
定の効果があるものの、利便性の向上が求められる。
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2-3.オンデマンドバス関するヒアリング調査の結果

調査結果の考察

̔ 利用割合, 総合的な満足度共に上昇ˢKPIʿнΦунҦ2.98/5.0ˣ

̔ Pay χ認知度は増加ΰοΜϥʻ ΰθάρΥΚϥ χ
ψ‰Ψʺ普段からオンデマンドバスを利用する人の満足度

も高い。
̔ Ыϱϸ˔ӟᵰχӱ πψʺꜛ Ϟכּ Υכּ Μʻ
̔ 利用しない理由は、「移動に合っていない」が最も多い。ζϦӟ

ᵰπψʺ χ▫ ϞϷрДЫрЖНІχ利用対象範囲に関する
声ϜΚϥʻ

̔ ψ ԚΥ ΨʺϢϤ τσϥτψ乗降場所の追加を望
む Υ Μʻ

Ⱳ 2月22日(土) 9:30~11:30Нк˔ ˗13:30~15:30Ϸ˔ϼм
3月8日(土) 9:30~11:30РАϽ ˗13:30~15:30ЕЬЍб

オンデマンドバス利用者増加・養老Pay を用いた予約者増加に向け、オ
ンデマンドバスの認知や使い始めるまでの課題を明らかにする

PayЂрϼІϺарЧ˔р ͐ ˙ ϷрДЫрЖНІ χ╥
ᴥּי

ᾤ ПϯзрϽ
ʿ ʿ16

ϷрДЫрЖНІχ τψ χΰ ρ ӗᵔ ΥẐϛϣϦοΜϥʻ τ‰ ψІЫШיּ ⌠ϒχ ӗΥ ΦΨʺ
χ︣ḧϬᾚϣβ▫ ϙϞ ṍ σ ᵓΥ ῟ρ―ΠϣϦϥʻϘθʺӱ ︣ ρΰοχ ψΚϥϜχχʺЌϼЄ˔ρ ᶓ
ΰθЀІЕϞ֫“χ Υ χ ρσμοΜϥʻ Ὕ ὖᾚχḢ πψʺ ḧϞӂ ῙⱲχ ʺ◓ằ ὝτИ˔ЇΥ
ᾋϣϦʺ σ֫“ ΥẐϛϣϦϥʻ
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3.全体考察

現状・ニーズ 課題 解決策 期待される効果

養老Pay ʾ ‰Ψʺ ⌠Ϝ ᵔΰοΜϥϕςʺ
‰ΜἱΰΥᾋϣϦθʻ特に、30代後半と70代前

半の満足度が高い。
ʾ ᴦ σ ϒχ Υ ᴥΰʺ利用頻度
高いと不満は少ないが、店舗が固定化している。
・プレミアム商品券はスーパーコンビニでの
1000~3000円の利用が多い。
ᵕ 11~50ᵕρ Υˮ ˑτᶈ ΰο

ΦοΜϥʻ
ʾІЌрФжз˔Ṑ ψʺֿיּבχ Υ‰Ψʺ
Ỵ“Ўа˔Ѕ יּ Υ τ‰Μ

ʾϯФзχ χϙKPI
πΦγʺ30 ӟᴞχ Υ12%ρ
ΜʻФйЬϯЭ ὴπχ

ΥϕρϭςτσμοΜϥʻ
ʾ利用満足度の高い世代へのアプ
ローチΥẐϛϣϦϥʻ
ʾỴ“ῢ℅Ўа˔Ѕχӗ
セキュリティへの不安Υ ΰσ
Μ ρΰο Μʻ

ʾ30 ӟᴞχ Υ ΜЅари
( ʾ ʾ ᴮʺНϱϼʾּכ)χ加
盟店舗数を増加するʻ
ʾІЌрФжз˔πֿבΜ ϒχ
ϯФк˔Ў ϞΰʺФйЬϯЭ
ὴӟᵰπχ χ ẉΥ ʻ

ʾ60 ӟ ϒχ ⌠ ᵔχᶨ

ʾỴ“ῢ℅Ўа˔Ѕ χיּ Ϭ
ϛοʺ安全性をPRβϥʻ

ʾІЌрФжз˔ֿיּב χ
Pay ΰ χΦμΤΪρΰο
ὌΫϣϦϥχπψ
ʾ60 ӟ ϒχ ᵔ/30 ӟ χ

Ҝ
ʾỴ“ῢ℅Ўа˔Ѕχ יּ Ҝ
יּבֿ ϒήϣτϯФк˔Ўᴦ
τ

オンデマンド
バス

ʾ Payχ χ認知度が高いほど、オンデマ
ンドバスの満足度が高い
ʾ ΰσΜ ψʺˮӱ τ›μοΜσΜ˯Υ
ΩϜ ΜʻζϦӟᵰπψʺ χ▫ ϞϷрДЫ
рЖНІχ τḩβϥ ϜΚϥʻ

ʾЫϱϸ˔ӟᵰχ ꜛʺπϜיּ
Ϟכּ χכּ Υ Μʻ
Ϟ χᾢ ΥḩἰΰοΜ
ϥρ―ΠϣϦϥʻ
ʾ ΰθάρΥΚϥ πϜʺ満
足・不満が二極化
ʾֿבΜ χ Υ Μʻ

ʾ ΥӂΜʾ ΦΜᴻ Ϭⱱμο
Μϥ χ ΥẐϛϥЂ˔РІיּ
ϒχ ᴂϬᾁ ʻ
ʾֿבΜ χ ψ◓ Ϧχ
ΥᾋϣϦϥθϛʺᶘ χ Ỡ ᶘ
ϢϤʺ◓Ӿο ϒχϯФк˔Ў
Υ ῟ρ◘ϩϦϥʻ

ʾ ◦ χὖᾚҜ χיּ
ᵔ ҜὋ ʺ ᶈיּ
ʾ◓Ӿο ϒχ☼├Ҝֿיּב
ˢ30 ˣχ ᶈ τνΥϥʻ

ヘルスケア ʾ χΞκ60代以上が43.5%יּ
ʾПϯзрϽ χΞκʺ約60%の人が「週に6
日以上」利用しているʻṜ τ︣ḧΥΤΤϣσΜ
χ「操作のしやすさ」Υ τρμοיּ

・利用している人、頻度が高い人ほど満足度が高
い

ʾṞ / Ⱳ処理速度が遅い
ʾ特に60代以上は、使い方が分か
らないとの回答が多い。
ʾ
ʾ目標達成時の通知は講評で、
データ共有Υḛ τσϥρ Μ

ʾ60 ӟ χ τיּ βϥ
ᵓχם☼ʻ

ʾṞ Ⱳχ χΰ
ʾ目標達成通知やデータ共有σς
ζχ Ṑ χΰ

ʾИ˔Їχ‰Μ60 ӟ ϒχ ẉ
ᶈ ( Ҝ )

ʾ ΰ τϢϥʺ
χ ᴥҜ ΰ

PayϯФзχ τψʺ₈ῇ世代別のニーズに応じたアプローチΥẐϛϣϦϥʻ τ30 ῇ ρ70 ϒχリピー
ター満足度が高く、利用者の口コミや実績を広めることが効果的ρ―ΠϣϦϥʻϘθʺ30 ӟᴞχ Υ Μ Ϭ ϘΠʺֿב
τיּ ṓχΚϥ ʾ ʾ ᴮʺНϱϼʾּכḩ χ加盟店舗を増やし、興味を引く ΥΚϥʻ
ᴥΠοʺФйЬϯЭ ὴӟᵰπχὨↄ Ϭ βϥ☼├ϜẐϛϣϦϥʻήϣτʺӗ τ βϥ ӗᵔ Υᴿ ρσμο
ΜϥθϛʺPRなどを通じて利便性と安全性を訴求βϥάρΥṍ ήϦϥʻІЌрФжз˔Ϭᶨ ΰθֿב χ Ϝ ῟
πΚϤʺゲーム性や特典を強化することで利用頻度を高められるʻϘθʺ₈ ψϷрДЫрЖНІϞХиІϾϯϯФзσς
πם☼ΰθ利用促進キャンペーンに合わせた操作説明会Ϭם☼ΰʺϯФзϒχ ᵔϬ ϛϥάρπʺ χΰ ρὋ
τνσΫϥάρΥπΦϥʻ
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4.全体提案

① 養老Payアプリの利用促進
「地元応援！スタンプラリーキャンペーン」

וֹ ḭ ḱ ḱ ḭ ḱ ṇ Ḯ
ḭ ṇ קּ Ḯ בֿ Ḯ

「プレミアム商品券＋αキャンペーン」
ḭצּ Pay לּ ḭ ṇ צּ אל

ṇ ︡ḭ ︣Ḯ

「アプリ安全性＆活用説明会」
︣ ḭ Ḯ

︡ צּ ḭ Ḯ

② オンデマンドバスのアプリ利用者増加
「乗車回数チャレンジ」

︢ ṕ ṇ ḭ ḭ ḱ Ṗ ︡ḭ ︣Ḯ

「おでかけ応援！シニア優待キャンペーン」
60 ḭ 1
︡ḭ Ḯ

「イベント連携パス バスキャンペーン」
ṕ ḭ ḭ Ṗ ︡ḭ Ḯ

Ḯ

③ ヘルスケアアプリの普及と認知度拡大
「目指せ健康王！歩数ランキング」

ḱ ṇ ḭךּ ︣ Ḯ
ṇ Ḯלּ

「かんたん！ヘルスケアアプリ講座」
60 ḭ ךּ Ḯ צּ ḭ

︡ Ḯלּ ︣ צּ Ḯ

「子育て ヘルスケアアプリ連携キャンペーン」
פּ ︡ḭ ︡ ︣Ḯ

︣ Ḯ
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サービス名 実装ステータス
アウトプットの
達成状況

アウトカムの
達成状況

①公的個人認証を利用したクーポンの
出し分け機能

令和６年３月に実装

「養老Pay」利用者数(人)
13,579／16,700

「養老Pay」アプリの満足度
(ポイント)
3.1／3.2

「養老Pay」によるＱＲコード
決済消費額(千円)
88,768／156,000

町外利用者による消費額
(千円)

35,148／78,000

マイナンバーカードを利用した
クーポンの出し分け機能の利

用件数(件)
640／8,350

②「養老Pay」と交通手段の連携 令和６年３月に実装
オンデマンドバスの乗車件数

(件)
23,652／28,000

オンデマンドバスの利用満足度
(ポイント)

3.0／2.5

③「養老Pay」へのスタンプラリー機能の追加 令和６年３月に実装
スタンプラリー機能の利用件

数(件)
599／3,340

スタンプラリー機能の満足度
(ポイント)
3.1／2.5

④ヘルスケアサービス（健康アプリ）との連携 令和６年３月に実装
「健康アプリ」のダウンロード

件数(件)
694／1,200

ヘルスケアサービスの満足度
(ポイント)
3.1／2.5

⑤公的個人認証を利用した銀行口座からの
即時チャージ

令和６年３月に実装

「養老Pay」アプリからの銀行
口座チャージの利用件数

(件)
343／2,000

公的認証を利用した銀行口座
からの即時チャージの満足度

(ポイント)

3.0／2.5

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

【Smart Town YORO ProjectのKPI】

β 7 3Ὦ3 Ⱳ
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Pay ệ

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

ФйЬϯЭ ὴ͎͎͌͐ ὓὫᴮ

40

/ ὓ

10 Ϙπ 200,000 330,000 530,000

20 570,000 460,000 1,030,000

30 1,330,000 2,200,000 3,530,000

40 2,060,000 2,940,000 70,000 5,070,000

50 1,980,000 4,750,000 6,730,000

60 1,900,000 3,320,000 5,220,000

70 ӟ 1,960,000 1,180,000 100,000 3,240,000

420,000 44,200,000 44,620,000

ὓ 10,000,000 15,600,000 44,370,000 69,970,000

/ ʹ† Ỳᶛ

¥0

¥1,000,000

¥2,000,000

¥3,000,000

¥4,000,000

¥5,000,000

¥6,000,000

¥7,000,000

¥8,000,000

10 20 30 40 50 60 70

年代 / 性別 購入金額



令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

ФйЬϯЭ ὴ͎͎͌͐ ὓὫᴮ

ᾉ † Ỳᶛ›ὓ ᶤ›ˢ̋ˣ

ṅ ᾉ 66,260,000 94.70

һ ᾉ 1,500,000 2.14

ⱴᵎᾉ 940,000 1.34

360,000 0.51

╣ ᾉ 320,000 0.46

∫ 230,000 0.33

ᾉ 200,000 0.29

Ằ 130,000 0.19

ӻᾉ 30,000 0.04

ὓ 69,970,000 100.00

ᾉ † ᶛ
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ᾉ † ᶛ

һ ᾉ

ṅ ᾉ

╣ ᾉ

ⱴᵎᾉ

ᾉ

∫

Ằ

ӻᾉ

◕Ỹ † Ỳᶛ ›ὓ / † Ỳᶛ

1 42,290,000

2 ᶀ◕ 8,490,000

3 ᵤ ◕ 7,360,000

4 ӻ 1,750,000

5 1,250,000

6 ◕ 790,000

7 ṅ ◕ 750,000

8 ֕ ◕ 480,000

9 ḩϾᾖ 480,000

10 ᾖ◕ 420,000

◕ † ỲᶛЕАФ10

◕ † ỲᶛЕАФ10 

1 2 ᶀ◕ 3 ᵤ ◕ 4 ӻ 5 

6 ◕ 7 ṅ ◕ 8 ֕ ◕ 9 ḩϾᾖ 10 ᾖ◕



令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

ФйЬϯЭ ὴ͎͎͌͐ ὓὫᴮˢ◦ Μ ˣ

ʾФйЬϯЭ ὴ† χיּ
92̋ΥЀрРИὨↄτο† ή
ϦοΜϥʻ

ʾϼйЅАЕϸ˔ЖʺỴ“ῢ℅
Ўа˔Ѕψʺ₈ᵕχ ϢϤʺЫ
ϱЗрН˔ϸ˔Жρχ ὀΥ
ρσμθάρΥ Υ σΤμθ
άρτֲốΰθρ―ΠϣϦϥ

◦ † Ỳᶛ

ϼйϸ ЀрРИ Pay-easy Ỵ“ῢ℅ ὓ

810,000 8,820,000 320,000 50,000 10,000,000

10 Ϙπ 200,000 200,000

20 100,000 470,000 570,000

30 200,000 1,130,000 1,330,000

40 1,830,000 220,000 10,000 2,060,000

50 400,000 1,570,000 10,000 1,980,000

60 80,000 1,820,000 1,900,000

70 ӟ 30,000 1,800,000 100,000 30,000 1,960,000

1,190,000 14,330,000 80,000 0 15,600,000

10 Ϙπ 330,000 330,000

20 460,000 460,000

30 250,000 1,870,000 80,000 2,200,000

40 280,000 2,660,000 2,940,000

50 410,000 4,340,000 4,750,000

60 70,000 3,250,000 3,320,000

70 ӟ 180,000 1,000,000 1,180,000

420,000 420,000

不明 1,610,000 41,310,000 960,000 490,000 44,370,000

40 70,000 70,000

70 ӟ 100,000 100,000

1,610,000 41,140,000 960,000 490,000 44,200,000

ὓ 3,610,000 64,460,000 1,360,000 540,000 69,970,000
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◦ † Ỳᶛ

ϼйϸ

ЀрРИ

Pay-easy

Ỵ“ῢ℅



Ὂↄ ẉ῟ᴮ▄

令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

Pay ệ
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令和６年度「養老Pay」を活用したSmart Town YORO Project実績報告について

令和6年度 取り組み内容
✓ 養老町プレミアム商品券事業の実施
✓ 公的認証による利用者本人確認済みの統合デジタルID（養老ID）利用促進キャンペーンの実施
✓ 養老Payスタンプラリーの実施
✓ 町民のデジタルインフラ「養老Pay」と町内の移動手段である養老鉄道・ オンデマンドバスとの連携
✓ YORO健康通帳を活用した健康増進イベントの開催

Smart Town YORO Project 今後の取り組みについて

令和6年度 調査分析結果
✓ 利用状況（若年層世代や子育て世代の利用者拡大）
✓ YORO健康通帳や養老町オンデマンドバス連携など、キャンペーンに合わせた操作説明会を実施し、アプリへ
の理解を深めることで、継続利用につなげる。

①養老Payアプリの利用促進
世代別のニーズに応じた事業を実施
プレミアム商品券事業の継続及びプレミアム商品券以外で、決済利用を促進するイベントを実施

②養老町オンデマンドバス利用促進
キャンペーンに合わせた操作説明会を実施し、アプリへの理解を深めることで、継続利用につなげる。
ニーズの高い高齢層への利用促進

③YORO健康通帳の普及と認知度拡大
キャンペーンに合わせた操作説明会を実施し、アプリへの理解を深めることで、継続利用につなげる。
イベントを通じた若年層への利用促進

住民の行動変容を促し、Well-being向上を目指すとともに、関係人口の拡大を図る


